
JP 2019-532631 A5 2020.10.8

10

20

30

40

50

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】令和2年10月8日(2020.10.8)

【公表番号】特表2019-532631(P2019-532631A)
【公表日】令和1年11月14日(2019.11.14)
【年通号数】公開・登録公報2019-046
【出願番号】特願2019-515292(P2019-515292)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ   7/01     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  19/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ   7/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ   7/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  35/763    (2015.01)
   Ａ６１Ｋ  35/766    (2015.01)
   Ａ６１Ｋ  35/768    (2015.01)
   Ａ６１Ｋ  39/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/08     (2019.01)
   Ａ６１Ｋ  38/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/54     (2017.01)
   Ａ６１Ｋ  39/385    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/55     (2017.01)
   Ａ６１Ｋ  47/64     (2017.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ    7/01     ＺＮＡ　
   Ｃ０７Ｋ   19/00     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   14/00     　　　　
   Ｃ０７Ｋ    7/06     　　　　
   Ｃ０７Ｋ    7/08     　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   37/04     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １２１　
   Ａ６１Ｋ   35/763    　　　　
   Ａ６１Ｋ   35/766    　　　　
   Ａ６１Ｋ   35/768    　　　　
   Ａ６１Ｋ   39/00     　　　Ｈ
   Ａ６１Ｋ   38/16     　　　　
   Ａ６１Ｋ   38/08     　　　　
   Ａ６１Ｋ   38/10     　　　　
   Ａ６１Ｋ   45/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   47/54     　　　　
   Ａ６１Ｋ   39/385    　　　　
   Ａ６１Ｋ   47/55     　　　　
   Ａ６１Ｋ   47/64     　　　　
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【手続補正書】
【提出日】令和2年8月31日(2020.8.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
単純ヘルペスウイルス１（ＨＳＶ－１）、単純ヘルペスウイルス２（ＨＳＶ－２）、ワク
シニア、水疱性口内炎ウイルス（ＶＳＶ）、麻疹ウイルス（ＭｅＶ）、マラバウイルスお
よびニューカッスル病（ＮＤＶ）ウイルスを含む群から選択されるウイルスのウイルスエ
ンベロープに非遺伝的に付着した、または挿入された、またはウイルスエンベロープを介
して挿入された、少なくとも１つの抗腫瘍、腫瘍特異的ペプチドを有する、改変エンベロ
ープウイルス。
【請求項２】
前記ペプチドは、８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１
９、２０、２１、２２、２３、２４、２５、２６、２７、２８、２９、３０、３１、３２
、３３、３４、３５、３６、３７、３８、３９、４０、４１、４２、４３、４４、４５、
４６、４７、４８、４９および５０から選択される長さのアミノ酸を有する、請求項１に
記載の改変エンベロープウイルス。
【請求項３】
前記ペプチドの複数が、ウイルスエンベロープに非遺伝的に付着、または挿入、またはウ
イルスエンベロープを介して挿入される、請求項１または２に記載の改変エンベロープウ
イルス。
【請求項４】
前記ペプチドが同一であるか、互いに９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％
、９６％、９７％、９８％、もしくは９９％を超える配列同一性を有するか、または前記
ペプチドが多くの異なる抗原を提示する、請求項３に記載の改変エンベロープウイルス。
【請求項５】
前記ペプチドは、ＭＨＣ－Ｉ拘束性である、請求項１から４のいずれか一項に記載の改変
エンベロープウイルス。
【請求項６】
前記ペプチドは、ＭＨＣ－ＩＩ拘束性である、請求項１から５のいずれか一項に記載の改
変エンベロープウイルス。
【請求項７】
前記ペプチドは、ＭＨＣ－Ｉ拘束性ペプチドおよびＭＨＣ－ＩＩ拘束性ペプチドの混合物
を含む、請求項３から６のいずれか一項に記載の改変エンベロープウイルス。
【請求項８】
前記ペプチドは、複数の異なる抗原を含む融合分子を含む、請求項１から７のいずれか一
項に記載の改変エンベロープウイルス。
【請求項９】
前記ペプチドは、少なくとも１つの切断部位も含む、請求項１から８のいずれか一項に記
載の改変エンベロープウイルス。
【請求項１０】
前記ペプチドは、少なくとも１つの免疫プロテアソームプロセシング部位も含む、請求項
１から９のいずれか一項に記載の改変エンベロープウイルス。
【請求項１１】
前記ペプチドは、１組の免疫プロテアソームプロセシング部位の間に配置され、その上流
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または下流は、少なくとも１つの切断部位である、請求項１から１０のいずれか一項に記
載の改変エンベロープウイルス。
【請求項１２】
前記ペプチドは、非共有結合的に前記ウイルスエンベロープに付着する、または挿入され
る、またはウイルスエンベロープを介して挿入される、請求項１から１１のいずれか一項
に記載の改変エンベロープウイルス。
【請求項１３】
前記ペプチドは、細胞透過性ペプチドもしくはコレステロール複合ペプチドのいずれかを
使用して、非遺伝的に前記ウイルスエンベロープに付着する、または挿入される、または
ウイルスエンベロープを介して挿入される、請求項１から１２のいずれか一項に記載の改
変エンベロープウイルス。
【請求項１４】
前記ペプチドは、
前記抗腫瘍、腫瘍特異的ペプチドのＮまたはＣ末端のＣＰＰ配列であるＧＲＫＫＲＲＱＲ
ＲＲＰＱ（配列番号１）；
前記抗腫瘍、腫瘍特異的ペプチドのＮまたはＣ末端のＣＰＰ配列であるＲＱＩＫＩＷＦＱ
ＮＲＲＭＫＷＫＫ（配列番号２）；
前記抗腫瘍、腫瘍特異的ペプチドのＮまたはＣ末端のＣＰＰ配列であるＫＬＡＬＫＬＡＬ
ＫＡＬＫＡＡＬＫＬＡ（配列番号３）；
前記抗腫瘍、腫瘍特異的ペプチドのＮまたはＣ末端のＣＰＰ配列であるＲＲＲＲＲＲＲＲ
Ｒ（配列番号４）；
前記抗腫瘍、腫瘍特異的ペプチドのＮまたはＣ末端のＣＰＰ配列であるＫＥＴＷＷＥＴＷ
ＷＴＥＷＳＱＰＫＫＫＲＫＶ（配列番号５）；
前記抗腫瘍、腫瘍特異的ペプチドのＮまたはＣ末端のＣＰＰ配列であるＡＧＹＬＬＧＫＩ
ＮＬＫＡＬＡＡＬＡＫＫＩＬ（配列番号６）；
前記抗腫瘍、腫瘍特異的ペプチドのＮまたはＣ末端のＣＰＰ配列であるＡＧＬＷＲＡＬＷ
ＲＬＬＲＳＬＷＲＬＬＷＲＡ（配列番号７）；および
前記抗腫瘍、腫瘍特異的ペプチドのコレステロール部分ＮまたはＣ末端；
を含む群から選択される細胞透過性ペプチドもしくはコレステロール複合ペプチドのいず
れかを使用して、非遺伝的に前記ウイルスエンベロープに付着する、または挿入される、
またはウイルスエンベロープを介して挿入される、請求項１から１３のいずれか一項に記
載の改変エンベロープウイルス。
【請求項１５】
前記ペプチドは、
ＧＲＫＫＲＲＱＲＲＲＰＱＲＶＲＲＡＬＩＳＬＥＱＬＥＳＩＩＮＦＥＫＬＴＥＷ（配列番
号８）；
ＲＱＩＫＩＷＦＱＮＲＲＭＫＷＫＫＲＷＥＫＩＳＩＩＮＦＥＫＬＹＫＬＫ（配列番号９）
；
ＫＬＡＬＫＬＡＬＫＡＬＫＡＡＬＫＬＡＲＷＥＫＩＳＩＩＮＦＥＫＬＹＫＬＫ（配列番号
１０）；
ＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＷＥＫＩＳＩＩＮＦＥＫＬＹＫＬＫ（配列番号１１）；
ＲＷＥＫＩＳＩＩＮＦＥＫＬＹＫＬＲＲＲＲＲＲＲＲＲ（配列番号１２）；
ＲＷＥＫＩＳＩＩＮＦＥＫＬＹＫＬＫＥＴＷＷＥＴＷＷＴＥＷＳＱＰＫＫＫＲＫＶ（配列
番号１３）；
ＲＷＥＫＩＳＩＩＮＦＥＫＬＹＫＬＡＧＹＬＬＧＫＩＮＬＫＡＬＡＡＬＡＫＫＩＬ（配列
番号１４）；
ＡＧＬＷＲＡＬＷＲＬＬＲＳＬＷＲＬＬＷＲＡＲＷＥＫＩＳＩＩＮＦＥＫＬＹＫＬＫ（配
列番号１５）；
ＧＲＫＫＲＲＱＲＲＲＰＱＲＷＥＫＩＳＩＩＮＦＥＫＬＹＫＬ（配列番号１６）；
ＧＲＫＫＲＲＱＲＲＲＰＱＲＷＥＫＩＳＩＩＮＦＥＫＬ（配列番号１７）；
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ＧＲＫＫＲＲＱＲＲＲＰＱＲＷＥＫＩＳＩＩＮＦＥＫＬＹＫＬＲＷＥＫＩＳＩＩＮＦＥＫ
Ｌ（配列番号１８）；
ＬＥＱＬＥＳＩＩＮＦＥＫＬＴＥＷＲＶＲＲＡＬＩＳＣ－コレステロール（配列番号１９
）；
コレステロール－ＣＲＶＲＲＡＬＩＳＬＥＱＬＥＳＩＩＮＦＥＫＬＴＥＷ（配列番号２０
）；
コレステロール－ＣＳＩＩＮＦＥＫＬ（配列番号２１）；
コレステロール－ＣＲＷＥＫＩＳＩＩＮＦＥＫＬ（配列番号２２）；
コレステロール－ＣＲＷＥＫＩＳＶＹＤＦＦＶＷＬＹＫＬＲＷＥＫＩＳＩＩＮＦＥＫＬ（
配列番号２３）；
ＧＲＫＫＲＲＱＲＲＲＰＱＲＶＲＲＡＬＩＳＬＥＱＬＥＳＩＩＮＦＥＫＬＴＥＷ－ＦＩＴ
Ｃ（配列番号２４）；
ＲＱＩＫＩＷＦＱＮＲＲＭＫＷＫＫＲＷＥＫＩＳＩＩＮＦＥＫＬＹＫＬＫ－ＦＩＴＣ（配
列番号２５）；
ＫＬＡＬＫＬＡＬＫＡＬＫＡＡＬＫＬＡＲＷＥＫＩＳＩＩＮＦＥＫＬＹＫＬＫ－ＦＩＴＣ
（配列番号２６）；
ＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＷＥＫＩＳＩＩＮＦＥＫＬＹＫＬＫ－ＦＩＴＣ（配列番号２７）；
ＦＩＴＣ－ＲＷＥＫＩＳＩＩＮＦＥＫＬＹＫＬＲＲＲＲＲＲＲＲＲ（配列番号２８）；
ＦＩＴＣ－ＲＷＥＫＩＳＩＩＮＦＥＫＬＹＫＬＫＥＴＷＷＥＴＷＷＴＥＷＳＱＰＫＫＫＲ
ＫＶ（配列番号２９）；
ＦＩＴＣ－ＲＷＥＫＩＳＩＩＮＦＥＫＬＹＫＬＡＧＹＬＬＧＫＩＮＬＫＡＬＡＡＬＡＫＫ
ＩＬ（配列番号３０）および
ＧＬＷＲＡＬＷＲＬＬＲＳＬＷＲＬＬＷＲＡＲＷＥＫＩＳＩＩＮＦＥＫＬＹＫＬＫ－ＦＩ
ＴＣ（配列番号３１）
を含む群から選択される、請求項１４に記載の改変エンベロープウイルス。
【請求項１６】
単純ヘルペスウイルス１（ＨＳＶ－１）、単純ヘルペスウイルス２（ＨＳＶ－２）、ワク
シニア、水疱性口内炎ウイルス（ＶＳＶ）、麻疹ウイルス（ＭｅＶ）、マラバウイルスお
よびニューカッスル病（ＮＤＶ）ウイルスを含む群から選択され、非遺伝的に改変された
異なるエンベロープウイルスの組み合わせが提供される、請求項１から１５のいずれか一
項に記載の改変エンベロープウイルス。
【請求項１７】
前記組み合わせは、前記ウイルスのウイルスエンベロープに非遺伝的に付着した、または
挿入された、またはウイルスエンベロープを介して挿入された少なくとも１つの抗腫瘍、
腫瘍特異的ペプチドを含むように改変される前のウイルスのいずれかを、２、３、４、５
、６または７つ含む、請求項１６に記載の改変エンベロープウイルス。
【請求項１８】
請求項１から１７のいずれか一項に記載の改変エンベロープウイルスと、適切な担体とを
含む、医薬組成物。
【請求項１９】
単純ヘルペスウイルス１（ＨＳＶ－１）、単純ヘルペスウイルス２（ＨＳＶ－２）、ワク
シニア、水疱性口内炎ウイルス（ＶＳＶ）、麻疹ウイルス（ＭｅＶ）、マラバウイルスお
よびニューカッスル病（ＮＤＶ）ウイルスを含む群から選択され、ウイルスエンベロープ
に非遺伝的に付着した、または挿入された、またはウイルスエンベロープを介して挿入さ
れた少なくとも１つの抗腫瘍、腫瘍特異的ペプチドを有する改変エンベロープウイルスの
、癌を治療するための医薬の製造における使用。
【請求項２０】
単純ヘルペスウイルス１（ＨＳＶ－１）、単純ヘルペスウイルス２（ＨＳＶ－２）、ワク
シニア、水疱性口内炎ウイルス（ＶＳＶ）、麻疹ウイルス（ＭｅＶ）、マラバウイルスお
よびニューカッスル病（ＮＤＶ）ウイルスを含む群から選択され、かつ請求項１９に記載



(5) JP 2019-532631 A5 2020.10.8

のウイルスとは別種であって、ウイルスエンベロープに非遺伝的に付着した、または挿入
された、またはウイルスエンベロープを介して挿入された少なくとも１つの抗腫瘍、腫瘍
特異的ペプチドを有する改変エンベロープウイルスの、、癌を治療するための医薬の製造
における使用。
【請求項２１】
請求項２０に記載の別種のウイルスは、請求項１９に記載のウイルスと同じまたは大部分
が同じペプチドでコーティングされる、請求項１９または２０に記載の使用。
【請求項２２】
ｉ）少なくとも１つの抗腫瘍、腫瘍特異的ペプチドを発現する改変ウイルス；及び
ｉｉ）単純ヘルペスウイルス１（ＨＳＶ－１）、単純ヘルペスウイルス２（ＨＳＶ－２）
、ワクシニア、水疱性口内炎ウイルス（ＶＳＶ）、麻疹ウイルス（ＭｅＶ）、マラバウイ
ルスおよびニューカッスル病（ＮＤＶ）ウイルスを含む群から選択され、ウイルスエンベ
ロープに非遺伝的に付着した、または挿入された、またはウイルスエンベロープを介して
挿入された前記ｉ）の抗腫瘍、腫瘍特異的ペプチドと同じまたは大部分が同じペプチドを
有するエンベロープウイルスを含む、癌を治療するための医薬。
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